
           令和４年度 安田町で取り組む道徳教育の推進         
 安田町教育委員会では、「心身ともに健やかな子どもの育成」を基本指針とおき、重点施策の一つとして「豊かな心の育成」をめざして取組をすすめておりま

す。その一つとして、子どもたちの自尊感情を育むために【ほめほめ週間・読書週間】を年間２回設定し、安田町の園小中が保護者の皆様と一体となり、取組を

すすめております。今回は、ほめほめ週間アンケートより、子どもたちと保護者の感想を一部紹介したいと思います。 
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◎子どもたちへの言葉かけについて保護者より 

・「ブロックちゃんとお片付けできてえらいねー！」「お口モグモグして食べれて上手！」など具体的に褒めることを心掛けている。 

・すごい。 ・ありがとう。 ・上手やね。 ・かっこいい。 ・さすが。 ・えらいな。 ・○○できたね。 ・がんばったね。 ・

かっこいい。 

・手伝ってくれてありがとう。 ・（抱きしめて）嬉しい。 ・よく頑張った。 ・お兄ちゃん（お姉ちゃん）やね。 ・助かる。 

・〇〇がいていれたから助かった。 ・こんな事もできるがやね。 ・できるようになりゆうやん。  ・子どもがやりたい事を 

否定せずまず「いいね」と認める。 ・字が上手になったね。 ・いつも頑張っちゅうね、さすがやね！かっこいい！  

・具体的に声がけ。・一生懸命な姿がとてもかっこいい。 ・結果よりも過程を聞き取り頑張りを褒めるようにしている。  

・頑張ったから○○ができる。ようになったね。その調子で頑張れ。 ・さすがお兄ちゃんやね！練習頑張りゆうきヒットが打てるよ。 

・いい挨拶だね。 ・難しい本を読み終わった後の振り返りで、すごく内容を把握しているので褒める。 ・集中して勉強できてい 

るね。 ・初めてなのに上手にたくあん切れたね。お皿きれいに洗えたね。 ・色々と仕事を任されて大変だと言いながらも表情 

や言動が前向きに感じます。さすがと伝えると誇らしげにしている姿をみると親としても嬉しく思います。 ・その調子！その調

子！ ・ほめほめ週間のことを忘れていたのでかわったことはしていない。 ・日々努力していることの報告に対して最後まで話

を聞き、共感してあげることで次への励みになると思い、頑張ってるね、と声がけをします。 ・ありがとう、すばらしい。  

・お手伝いをしてくれた時や、すすんで自分のことができた時に褒めました。 

 

◎子どもたちの感想より 

・嬉しかった。 ・にこにこしていた。 ・褒められて嬉しい。 ・嬉しいのでもっと頑張ろうと思った。 ・パパとママと絵本を 

見れてよかった。 ・楽しかった。 ・もっと褒めてほしい。 ・褒めてもらうのが嬉しくて頑張る気になった。 ・まあまあ。 

・週間に気付いていませんでした。 ・普段と変わりません。 ・嬉しい。恥ずかしい。 ・お漬物を初めて切ってお母さんが 

「上手にきれたね」と褒めてくれてとても嬉しくなりました。他のお手伝いも頑張りたい。 ・親の手伝いができてよかった。 

・褒めてもらって自分に自信がつく。これからも進んでお手伝いや皆の役に立てることをしていこうと思う。・褒められていない。 

のでわからない。 ・特にない。 ・もっと褒めてください。 ・褒められるようなことをしていない。 



                    園小中で取り組む 【ほめほめ週間アンケート】 令和４年度６月実施 より抜粋 

家庭や地域と連携した道徳教育～『家庭で取り組む 高知の道徳』～ 
高知県教育委員会より全小・中学生に配布されている本冊子は、学校で取り組む道徳教育の内容とともに、社会における共通の規範や 

家庭の中でのルールなど、家庭や地域での子どもさんとの関わりの中で大切にしたいことや、郷土の偉人についての偉業や逸話などを掲載 

しています。本冊子を通して、ご家庭で子どもと一緒に夢や希望を語り合うきっかけにしてください。今回は、３、時と場に応じた言葉 

づかいや態度（P４２～４３）を紹介いたします。 

 

 

 


